
第
四
条
の
五
の
表
第
三
条
の
三
の
項
か
ら
第
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
第
四
条
の

四
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

前
条

法
第
二
十
三
条
の
二
、第
二
十
四
条
第
一
項
、

第
二
十
八
条
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
四
条
第

一
項
、
第
二
十
八
条
又
は
第
二
十
九
条
第
三

項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定

に
よ
る
申
出

法
第
二
十
五
条
第
一
項

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項

開
設
者
若
し
く
は
管
理
者

管
理
者

法
第
二
十
五
条
第
二
項

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
第
二
十
五
条
第
二
項

開
設
者
又
は
管
理
者

管
理
者

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

第
五
条
の
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十

削
除

第
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
及
び
」
及
び
「
そ
れ
ぞ
れ
」を
削
り
、「
厚
生
労
働
大
臣
に
あ
つ
て
は
、

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
病
院
、診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
医
療
法
人
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
、そ
の
他
の
医
療
法
人
で
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
」

を
「
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
医
療
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「（
二
以
上
の
都

道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
医
療
法
人
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
五
条
の
十
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
五

削
除

第
五
条
の
二
十
三
を
第
五
条
の
二
十
四
と
し
、
第
五
条
の
二
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
指
定
都
市
の
特
例
）

第
五
条
の
二
十
三

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定

都
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
法
第
七
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
都
市
が
処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
四

条
の
三
十
五
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
食
品
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
都
道
府
県

知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
そ
の
施
設
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
の
」
を
「
都
道
府
県
知
事
の
」
に
、「
厚
生
労
働
大
臣
に
」
を
「
そ
の
施
設
の
所
在

地
の
都
道
府
県
知
事
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、「
官
報
に
」
を
削
る
。

第
二
十
一
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
そ
の
講
習
会
の
実
施
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
そ
の
登
録
講
習
会
の
実
施
地

の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
、
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」を「
都

道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、「
官
報
に
」
を
削
る
。

（
理
容
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

理
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
条

削
除

第
二
条
中
「
法
」
を
「
理
容
師
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
削
る
。

（
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
診
療
放
射
線
技
師
養
成
所
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当

該
診
療
放
射
線
技
師
養
成
所
の
名
称
及
び
位
置
、
指
定
を
し
た
年
月
日
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
厚

生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
大
学
以
外
の
公
立
の
学
校
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
教
育
委
員
会
。
以
下
同
じ
。）を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
改

め
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
大

学
以
外
の
公
立
の
学
校
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
教
育
委
員
会
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

十
条
第
一
項
並
び
に
第
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
主
務
大

臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経

由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
第
二
項
中
「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
、
同
項

に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経

由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、第
七
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
診
療
放
射
線
技
師
養
成
所（
以

下
こ
の
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
養
成
所
」
と
い
う
。）の
変
更
の
承
認
を
し
た
と
き
、
又
は
前

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
養
成
所
の
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
変
更
の
承
認
又
は
届
出
に
係
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
中
「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
、
同
条
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経

由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
毎
学
年
度
開
始
後
四
月
以
内
に
、
当
該
報

告
に
係
る
事
項
（
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」に
、

「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
、「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
養
成
所
の
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
指

定
養
成
所
の
名
称
及
び
位
置
、
指
定
を
取
り
消
し
た
年
月
日
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大

臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
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